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野生動植物中の濃度変化

〜モニタリングデータより〜

放射線医学総合研究所

田上恵子

ニホンジカ
草食性。草や木の芽や葉、樹皮などを食べる。
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ツキノワグマ
植物食傾向の強い雑食性。果実、芽、昆虫、動物の死骸な
どを食べる。

ウメ
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タケノコ

イノシシ
山林に生えている植物の地下茎・果実・タケノコなどを食べる草食
に非常に偏った雑食性（植物質：動物質≒9：1）。動物質は季節の
変化に応じて昆虫類・ミミズ・サワガニ、ヘビなどを食べる。
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採餌の際、土も一緒に食べるた
め、シカやクマに比べて体内中
のセシウム濃度が高くなってい
る、と考えられる。
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野生動物に関して
〜秋にかけて濃度が減りにくい要因がある〜

• クマやシカでは、冬場に樹皮を食べること

があると、樹皮の濃度は未だ高いので、

肉中の濃度が高くなると考えられる。

• クマやイノシシでは、キノコも採餌すると

考えられる。野生キノコは種類によっては

高濃度になるので、これも肉中の濃度を

高める原因となる。

トナカイ（フィンランド）
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淡水魚（１）アユ
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１年生。
石に付着するケイソウ類（バイオフィルム）を主食とする。

水中の濃度が薄くなったため、藻類中には低い。ただし、浮遊した細土などが
一緒に取り込まれることがあるため、未だに食用部に見られる。

淡水魚（２）イワナ

肉食性。動物性プランクトン、水棲昆虫、他の魚、河畔樹木から
落下する虫、その他の水底の小動物などを食べる。数年生きる。
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一般に、淡水魚のCsの半減期は約50-340日。排出に時間がかかっているの
と、餌となる生物中の濃度がさがっていなければ、高い濃度のまま推移する。
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海水魚（底魚）ーアイナメー
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減少傾向にある。
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今後の注目ポイント

＜野生キノコ＞

• 昨年出ていなくても、今年出るケースがある（落葉層の
分解の程度がポイント）

• なんでもかんでも「野生のモノを食べてはいけない」とな
ると、ストレスになる。食べても大丈夫な種類のキノコと
そうでないものがある。仕分けとモニタリングをしっかり
行う。

＜落葉だまり、マイクロ・ホットスポットの移動＞

• 台風シーズンなので、水の流れによって移動する可能
性を念頭においておくこと。

野生のキノコを食べた場合の体内中濃度変化

Rühm et al., Health Physics 77, 373-382 (1999)

生物学的半減期は、大人で90-100日、子供（5-10歳）で30-40日。体重と関係がある。

チェルノブイリ事故後のドイツでの調査


